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説踊
る
道
士

中
国
福
建
省
泉
州
「打
城
戯
」

細

井

尚

子

・
・
…

は
じ
め
に

中
国

の
道
教
は
儀
式
を
行
な
う
際

の
身
体
動
作
が
、
パ
フ
ォ
ー

マ

ン
ス
性

の
高

い
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
が
芝
居
と
な
る
に

は
、
い
く

つ
か
の
段
階
を
経

て
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
の
変
容
が
行
な
わ

れ
る
の
が

一
般
的

で
あ
る
。
人
々
の
観
念

に
お

い
て
、
歴
史
的
に
道

士
と
演
者

で
は
社
会
的
地
位
が
同

一
で
は
な
か

っ
た
か
ら
だ
。
従

っ

て
道
士
と
認
識
さ
れ
る
人
々
の
行
な
う
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
、
宗
教

的
世
界
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
は
ま
ず
な
く
、
演
者
と
認
識
さ
れ
た
道

士
は
、
道
士
と
し
て
の
評
価
が
下
が
る
の
が

一
般
的
と
言

っ
て
よ
い
。

と
こ
ろ
が
福
建
省
泉
州
の
道
士
は
、
新
中
国
成
立
以
前
、
道
士

の

ま
ま

一
座
を
組
み
、
芝
居
を
打

っ
て
い
た
。
ま
た
泉
州
社
会

で
は
そ

れ
を
受
け
入
れ
、
演
者
と
し
て
の
力
量
の
あ

る
方
が
、
道
士
と
し
て

の
営
業
力
が
強

い
と
い
う
、

一
般
と
は
逆

の
通
念
を
生
ん
だ
。
泉
州

道
教
の
特
徴
は

「道
士
が
芝
居
を
す
る
」
と

い
う
こ
の

一
点

に
凝
縮

し
て
い
る
。
彼
等
は
な
ぜ
道
士
と
演
者
の
境
界
を
自
由
に
往
来
し
、

臨
機
応
変
に
二

つ
の
顔
を
使

い
分
け
る
こ
と

が
で
き
た
の
か
。

道
士

の

一
座

・
そ

の

ル
ー
ツ

道
士
の
芝
居
を

「師
公
戯
」
と

い
う
。
師
公
と
は
道
士
の
こ
と
で

あ
る
。
同
じ
よ
う
に
僧
の
を

「和
尚
戯
」
と

い
う
。
「師
公
戯
」

の

雄

「小
興
源
」
と

「和
尚
戯
」
の
雄

「小
開
元
」
は
、

一
九
五
二
年

「泉
音
技
術
劇
団
」
と
し
て
統
合
、

一
九

五
七
年

「泉
州
市
小
開
元

ム
　

　

劇
団
」
と
改
称
、

一
九
六
〇
年

「泉
州
市
打

城
戯
劇
団
」
と
な
る
。
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従

っ
て
現
在

「打
城
戯
」
と
呼
ん
で
い
る
も

の
の
前
身
は

「師
公
戯
」

と

「和
尚
戯
」
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
ル
ー
ツ
と
さ
れ
て
い
る
の
が
、

道
士
や
僧
が
行
な

っ
て
い
た
超
度
儀
礼
の
中

の

「破
獄
」
と
、
儀
礼

の
枠
外

で
行
な

っ
て
い
た
武
術

・
硬
気
功
系

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で

ム
　

　

あ
る
。

超
度

儀
礼
と
は
葬
儀

や
孟
蘭
盆
会
に
際
し
、
死
者
を
地
獄
の
苦
し

み
か
ら
救

い
だ
す
も

の
で
、
「破
獄
」
は
地
獄
門
を
破

る
部
分
だ
。

僧

の
は

「打
地
獄
城
」

(「打
地
下
城
」)
と
呼
び
、
地
蔵
王
が
鬼
門

関
を
破

る
。
道
士

の
は

「打
天
堂
城
」
と
呼
び
、
芭
蕉
大
王
が
地
獄

城
の
門
を
破
る
。
武
術

・
硬
気
功
系
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、
僧
も

道
士
も
修
行
項
目

の

一
つ
に
武
術
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
派
生
し
た
。

　
ヨ

　

本
稿
で
は

「師
公
戯
」
の

一
座

の
中
で
、
最
も
早
く
に
形
成
さ
れ
、

活
動
範

囲
、
勢
力
、
影
響
力
と
も
最
も
大
き
か

っ
た
上
、
現
在
も
活

動
中

の

「小
興
源
」
を
対
象
と
す
る
。

と
こ

ろ
で

「和
尚
戯
」
と

「師
公
戯
」

に
つ
い
て
は
、
ど
ち
ら
が

ム
る

　

先
か
と

い
う
争

い
が
あ
る
。
両
者
の
主
張
は

一
座

の
組
織
年
に
つ
い

て

一
致

し
て
い
な

い
が
、
「師
公
戯
」

の

「小
興
源
」

の

一
族
で
あ

り
道
士

で
も
あ
る
呉
金
塔
氏
に
よ
れ
ば
、

一
座
を
組
ん
だ
大
き
な
原

因
は
、

「和
尚
戯
」
の

「小
開
元
」

の
上
演
料
が
高
額
で
あ
り
、

に

も
拘
わ

ら
ず
需
要
が
あ

っ
た
こ
と
、
「小
開
元
」
か
ら
衣
装
や
道
具

バ
ら

　

を
借
り

る
と
借
料
が
非
常
に
高
か

っ
た
こ
と
に
あ
る
と
い
う
。
「
小

開
元
」

と

「小
興
源
」
は
互

い
に
張
り
合

い
、
相
手

の
よ

い
も

の
を

　
　

　

吸
収
し
合

い
、
結
果
的

に
演
目
、
演
技
術
は
ほ
ぼ
同
じ
だ

っ
た
。
ま

た
打
城
戯
関
連
資
料
は
、
「和
尚
戯
」
か
ら
歴
史
を
語
る
の
を
通
例

と
す
る
。
よ

っ
て

「小
興
源
」
に
視
点
を
絞

る
前
に

「和
尚
戯
」
に

つ
い
て
も
述
べ
て
お
き
た
い
。

一
一

和
尚

戯

　
フ

　

「和
尚
戯
」
は
、
『中
国
戯
曲
史

・
福
建
巻
』
で
は
、
泉
州
の
古
刹
、

ム
　

　

開
元
寺

の
僧
と
さ
れ
る
超
塵
と
圓
明
が
、
清
光
緒

一
七

(
一
八
九

　
り

　

一
)
年

に
法
事
の
依
頼
増
加
を
目
指
し
、
衣
装
や
道
具
類
を
揃
え
、

芝
居
の
で
き
る
道
士
や

「香
花
和
尚
」
(寺

院
に
住
居
せ
ず
、

一
般

人
と
同
様
の
生
活
形
態
を
も

つ
。
生
活
全
般

で
は
な
く
、
職
業
と
し

て
の
僧
)
を
演
者
と
し
て
集
め
、
セ
ミ
プ

ロ
の

一
座

「大
開
元
」
を

組
織
し
た
の
を
始
ま
り
と
す
る
。
「提
線
木
偶

戯
」
(糸
操
り
人
形
劇
)

の
演
者
か
ら

『目
連
救
母
』
を
伝
授
し
て
も

ら
い
、
曲
調
、
演
技
術

も

「提
線
木
偶
戯
」
か
ら
吸
収
し
た
。
超
塵
は

一
座

の
演
じ
る
も
の
、

ま
た

一
座
の
位
置
付
け
を
法
事

の
範
囲
内
で
捕
え
て
い
た
が
、
そ
こ

か
ら
の
脱
却
を
目
指
し
た
圓
明
は

「大
開
元
」
か
ら
離
れ
る
。
圓
明

は

「大
開
元
」

の
主
た
る
演
者
を
連
れ
光
緒

三

一

(
一
九
〇
五
)
年

に

「小
開
元
」
を
組
織
、
「提
線
木
偶
戯
」

の
演
者
を
師
匠
に
招
き
、

衣
装
、
道
具
類
を
整
え
、
青
少
年
を
演
者
と
し
て
養
成
、
プ
ロ
の

一

座
と
し
て
発
展
す
る
。

一
方
で

「大
開
元
」
は
衰
退
し
た
。

超
塵
に
関
し
て
は
何
の
資
料
も
な

い
が
、
圓
明

(
一
八
七
六
-

一

九
三
二
)
に
つ
い
て
は
、
倉
暁
窓
氏
に
拠
る
と
、
家
が
貧
し
か

っ
た
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た
め
九
歳

(満
年
齢
、
以
下
同
様
)
で
開
元
寺
に
小
僧
と
し
て
買
わ

れ
、
五
年

間
で
修
行
を
終
了
、
法
号
を
得
、

一
五
歳
で
超
塵
と
と
も

ムい
　

に

「大
開
元
」
を
組
織
し
た
と

い
う
。
倉
暁
窓
氏
に
お
目
に
か
か

っ

た
際
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
こ
う
し
た
記
述
は
圓
明
が
述
べ
た
こ
と
を

ム
け
　

も
と
に
し

た
と
い
う
。

こ
の
記
述
に
関
し
て
、
筆
者
は
出
家
僧
が

一
座

の
オ
ー
ナ
ー
に
な

る
と
い
う

こ
と
に
疑
問
を
も

つ
。
開
元
寺

の
出
家
僧
は
居
住
す
る
寺

院

の
維
持
費
と
生
活
費
を
ど

の
よ
う
に
得
る
の
か
。
開
元
寺
寺
務
処

主
任
呉
松
柏
氏
に
よ
る
と
、
も
と
も
と
開
元
寺
の
収
入
は
法
事
な
ど

の
宗
教
的
活
動
と
、
参
拝
者

の
香
火
、
ま
た
龍
眼

の
販
売
な
ど
か
ら

得

て
お
り
、
野
菜
類
は
自
分
達

で
育

て
て
い
た
と

い
う
。

『泉
州
宗

教
文
化
』

に
拠
る
と
、
歴
史
的
に
は
こ
う
し
た
収
入
以
外
に
寺
田
の

へは
　

収
入
も
大

き
か

っ
た
よ
う
だ
。
し
か
し
明
代

に
は
そ
の
収
入
基
盤
が

激
減
、
ま
た
倭
冠
に
よ
る
泉
州
港

の
衰
退

の
影
響
を
受
け
、
開
元
寺

の
管
理
者

、
管
理
規
則
と
も
有
名
無
実
と
化
し
、
火
薬
匠
が
甘
露
戒

　お
　

壇
を
工
場

と
し
て
占
拠
す
る
な
ど
開
元
寺
は
衰
退
期
に
陥
る
。
清
代

に
は
順
治
帝

(
一
六
四
三
-
六

一
)
が
仏
教
を
庇
護
し
た
こ
と
も
あ

っ
て
復
活

、
在
家
で
仏
教
に
帰
依
す
る
人
々
が
修
復
に
寄
与
す
る
こ

と
も
あ
り
、
僧
の
生
活
規
律
も
復
活
し
た
が
、
乾
隆
年
間

(
一
七
三

五
1
九
五
)
以
降
宋
代
以
来
継
承
し
て
き
た
度
僧
制
度
を
廃
止
、
各

寺
院
に
任

せ
た
結
果
出
家
者
が
激
増
、
僧
の
学
識
等
レ
ベ
ル
の
低
下

　
け
　

を
も
た
ら
し
た
。
道
光
年
間

(
一
八
二
〇
1
五
〇
)
以
降
は
国
力
が

弱
ま
る
と
と
も

に
諸
外
国

の
影
響
力
が
増
し
、
仏
教
自
体
が
信
仰
の

対
象
た
る
べ
き
力
を
弱
め
、
以
降
今
世
紀
中
葉

ま
で
社
会
が
激
動
、

開
元
寺

の
経
済
状
況
も
再
び
悪
化
し
た
。
呉
松
柏
氏
に
よ
る
と
、
現

在
明
末
以
降
の
僧
籍
簿
は
な
い
が
、
清
末
民
国
初
頭
は
経
済
的
事
情

か
ら
純
粋
な
出
家
僧
は
お
ら
ず
、
開
元
寺
の
維
持
費
、
自
身

の
生
活

費
の
た
め
に
、
四
人
の
僧
が
泉
水

・
旦
水

・
秋
水

・
菊
水
と
い
う
店

を
開
き
、
咳
、
の
ど
の
薬
で
風
邪
に
も
効
く

「菩
提
丸
」
な
ど
を
売

っ
て
い
た
と

い
う
。
「和
尚
戯
」

の
形
成
期

の
開
元
寺
は
こ
の
よ
う

な
状
況
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

で
は
超
塵
や
圓
明

は
開
元
寺
に
お
い
て

ど
の
よ
う
な
立
場
だ

っ
た

の
か
。

泉
州

の
も
う

一
つ
の
古
刹
承
天
寺
の
当
家

で
あ
る
観
厳
師
は

一
九

九
八
年
現
在
七
六
歳
。

一
六
歳

の
時
開
元
寺

に
入
り
修
行
し
た
。
当

時
圓
明
は
五
〇
歳
位
、
が

っ
ち
り
し
た
体
格

で
、
よ
く
武
術

の
訓
練

を
し
て
い
た
と

い
う
。
観
厳
師

に
よ
れ
ば
、
圓
明
は
修
行
項
目
の

一

つ
で
あ
る
武
術

に
秀
で
、
そ
の
点
で
有
名
だ

っ
た
。
結
婚
し
て
還
俗
、

一
座
を
組
織
し
た
。
開
元
寺
は
今
世
紀
に
入

っ
て
か
ら
社
会
情
勢

の

混
乱

に
よ
り
、
経
済
状
況
が
悪
化
、
四
人

の
僧
が
境
内

で
薬
店
な
ど

　お
　

を
開
き
、
維
持
費
、
生
活
費
を
賄

っ
て
い
た
。
圓
明
は
還
俗
後
も
家

　め
　

族
と
と
も
に
開
元
寺
に
住
み
続
け
、

一
座
も
開
元
寺
に
い
た
。
圓
明

の
生
活
費
は

一
座

の
稼
ぎ

で
賄

っ
て
い
た
が
、
開
元
寺

の
維
持
費
を

分
担
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。
ま

た
、
超
塵
は

「香
花

和
尚
」

で
、
開
元
寺

の
名
を
使

っ
て
箔
を

つ
け
た
の
だ
と

い
う
。

開
元
寺

に
は
今
も
圓
明
の
住
ん
で
い
た
建

物
が
残

っ
て
い
る
。

　り
　

「小
開
元
」
と
呼
ば
れ
る
準
提
寺
の
西
側
の
廊
は
寺
務
処
に
な

っ
て

踊る道士iz7



お
り
、
更

に
そ
の
西
側
に
そ
の
家
は
あ
る
。
門
に
は
鎖
状
の
鍵
が
掛

け
ら
れ

て
は

い
る
が
、
隙
間
か
ら
中
を
除
く
と
小
さ
な
庭
の
向

こ
う

に
平
屋

の
こ
じ
ん
ま
り
し
た
建
物
が
見
え
る
。
現
在
、
開
元
寺
と
圓

明

の
遺
族

の
間
で
こ
の
土
地
建
物
の
使
用
権
に
つ
い
て
係
争
中
だ
そ

ム　
　

う

だ

。

バ　
　

開
元
寺
が
行
な
う
法
事
は
開
元
寺
内
で
し
か
行
な
わ
な

い
。
も
し

そ
の
法
事
だ
け
を
対
象
に
法
事
依
頼

の
増
加
を
企
図
し
て
組
織
し
た

一
座
で
あ

る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
法
事

の
枠
内
を
容
易
に
越
え
る
も

の
で
は
な

い
だ
ろ
う
。
枠
内
か
、
枠
を
出
る
か
で
超
塵
と
圓
明
が
対

立
し
た
と
す
れ
ば
、
当
然
圓
明
に
は
開
元
寺
外
で
の
上
演
が
想
定
さ

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
泉
州
で
は

「普
渡
」
の
際
に
二
か

ムれ
　

月
近
く

に
亙

っ
て
各
種

の
芝
居
が
競
演
す
る
風
俗
が
あ
り
、
ま
た
民

間
で
の
儀
礼
活
動
も
多

い
。
も
し
法
事

の
枠
を
出
て
、
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
と

し
て
上
演
す
る
な
ら
ば
、
上
演

の
機
会
は
広
が

っ
た
の
で
あ

る
。
現
在

で
は

「小
開
元
」
の
内
容
が
ど
の
よ
う
な
も

の
で
あ

っ
た

　の
　

か
を
見

る
術
は
な

い
が
、
昔
見
た
と
い
う
人

々
の
話
に
よ
れ
ば
、
彼

等
の
上
演

に
儀
礼
は

一
切
な
か

っ
た
と

い
う
。
ま
た
藩
継
生
氏
に
よ

る
と
、
「
小
開
元
」
は
目
連
戯
の

「白
猿
槍
経
」
、
「西
遊
記
』
の

「孫

悟
空
収
牛
魔
王
」
を
得
意
と
し
、
潭
州
で
は

「猴
戯
」
と
呼
ば
れ
た

　お
　

と

い
う

。
と
す
れ
ば
、
「大
開
元
」
と

「小
開
元
」
で
は
、
前
者
が

セ
ミ
プ

ロ
、
後
者
が
プ

ロ
と
い
う

一
座
の
性
格
だ
け
で
は
な
く
、
性

質
が
全
く
異
な

っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
圓
明
と
そ
の

一
座
の
居
住

地
が
小

開
元
と
呼
ば
れ
る

一
角
に
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
「大

開
元
」
と

「
小
開
元
」

の

「大

・
小
」
の
関
係
は
、
大
か
ら
派
生
し

た
小
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
「小
開
元
」

は
単
に
彼
等
の
居
住
地

の
通
称
か
ら
き
た
と
言
え
よ
う
。
法
事

の
範
囲
内
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
に
こ
だ
わ

っ
た
超
塵
が

「香
花
和
尚
」
だ

っ
た
と
い
う
観
厳
師

の

話
は
重
要
と
思
わ
れ
る
。
「小
開
元
」
を
組
織
す
る
際
、
圓
明
が
あ

ら
た
に
衣
装
、
道
具
類
を
整
え
た
こ
と
か
ら
み
れ
ば
、
「大
開
元
」

は
お
そ
ら
く
超
塵
が
出
資
者
で
、
演
者
の
中
心
人
物
と
し
て
武
術

に

秀
で
た
圓
明
が

い
た
の
だ
ろ
う
が
、
芝
居
の
で
き
る
道
士
と

「香
花

和
尚
」
だ
け
で
は
超
塵
が
め
ざ
す

一
座
と
な

る
資
格
が
な
く
、
ど
う

し
て
も
開
元
寺
の
僧

で
あ

っ
た
圓
明
が
必
要
だ

っ
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。

「大
開
元
」
が
組
織
さ
れ
る
際
に
芝
居

の
で
き
る
道
士
が

い
た
と

す
る
と
、
「師
公
戯
」
は

「大
開
元
」
以
前

に
す
で
に
存
在
し
て
い

た
の
だ
ろ
う
か
。
以
下

「師
公
戯
」
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

三

師
公
戯

バお
　

泉
州

の
道
教
は
正

一

(乙
)
派
で
、
自
分

の
家
に
住
み
、
妻
帯
す

る
。
清
末
民
国
初
期
に
は
正

一
派
の
道
士
は

二
、
三
百
人
、
各
種
儀

　ね
　

式
を
収
入
の
糧
と
し
て

い
た
。
「師
公
戯
」

で
最
も
重
要
な
の
は
、

前
述
し
た
よ
う
に
晋
江
県
小
坑
園
村

(小
興
源
)
の
道
士
、
呉

一
族

ム
ゐ
　

で
あ
る
。
そ
の
家
譜

に
よ
れ
ば
、
呉

一
族
は
本
来
晋
江
県

の
東
皐
を

へめ
　

本
拠
地
と
し
た
が
、
三
代
目
呉
源
逡
の
時
に
小
坑
園
村
に
転
居
、
以
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降
代
々
こ
の
地

の
道
士
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。
「小
興
源
」
は
地

域

一
帯
を
指
す
名
称
で
あ
る
と
と
も
に
、
彼
等
道
士
集
団
の
名
称

で

あ
り
、
ま

た
彼
等

一
座
の
名
称
で
も
あ
る
。

い
つ
頃
か
ら
か
は
不
明
だ
が
、
道
教
儀
礼
の
内
葬
儀
な
ど

の
凶
事

に
は
道
士

に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
、
吉
事

に
は

「提
線
木
偶
戯
」

(糸
操
り
人
形
劇
)
な
ど
を
伴
う
よ
う

に
な

っ
た
。
凶
事

の
儀
礼

に

伴

っ
て

い
た
道
士

の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
に
つ
い
て
、
呉

一
族

「小
興

源
」
の
も

の
を
対
象
に
見
る
と
、
次
の
三
段
階
に
分
け
ら
れ
る
。

第

一
段
階

儀
礼
の
式
次
第
の
身
体
動
作
で
、
見
せ
る

・
演
じ

る
意
識
が
ま
だ
無

い
状
態

の
も

の
11
超
度
儀
礼

第

二
段
階

見
せ
る

・
演
じ
る
意
識

の
萌
芽
し
た
状
態
の
も

の

第
三
段
階

見
せ
る

・
演
じ
る
意
識
が
明
確
に
な

っ
た
状
態

の

も

の
11
「打
城
戯
」

　
カ
　

第

一
段

階
は
超
度
儀
礼

の
身
体
動
作
で
あ
る
。
「打
天
堂
城
」
は

地
獄

へ
の
使
者
で
あ
る
神
将
が
手

に
剣
を
持
ち
、
八
卦
歩
を
踏
み
、

　お
　

発
声
せ
ず

に
文
言
を
唱
え
、
紙
で
作

っ
た
天
堂
城
の
四
面
の
門
を
突

き
刺
す
。
「打
天
堂
城
」
は
超
度
を
行
な
う
目
的
の
実
現
部
分
で
あ
り
、

　ふ
　

非
常
に
厳
粛
な
次
第
で
あ
る
。
筆
者
は
実
見
し
て
、
こ
れ
が

「打
城

戯
」

へ
の
道
に
続
く
と
想
定
す
る
こ
と
に
疑
問
を
も

っ
て
お
り
、
む

し
ろ

「打
天
堂
城
」

の
前
に
行
な
わ
れ
る
次
第

で
あ
る

「悼
頭
城
」

に
注
目

し
て
い
る
。
「樟
頭
城
」
は
地
獄
に
派
遣
さ
れ
た
使
者

の
地

獄
ま
で

の
道
中
を
表
現
す
る
。
目
的
地
で
あ
る
野
都
城

(地
獄
)
に

至
る
こ
と
を
縦
軸
に
、
横
軸

に
親
孝
行

の
大
切
さ
を
表
現
す
る
場
を

ム　
　

二
つ
挟
む
形
を
と
る
。
い
わ
ゆ
る
道
行
の
よ
う

に
道
中

の
景
色
等
に

心
情
を
重
ね
合
せ
る
も

の
で
は
も
ち
ろ
ん
な

い
。
道
士
が
様

々
な
人

物

の
役
割
を
勤
め
る
が
、
衣
装
も
化
粧
も
せ
ず
、
扮
す
る
と

い
う
志

向
も
、
そ
の
人
物
ら
し
さ
を
描
く
と

い
う
演

じ
る
志
向
も
な

い
。
二

人
の
人
物

の
対
話
、
す
な
わ
ち
言
葉
を
主
体

と
し
て
笑

い
の
中
で
教

え
を
説
く

の
で
あ
る
。
こ
の
部
分
で
ど
れ
だ
け
笑

い
を
呼
べ
る
か
は
、

ム
む
　

そ
の
道
士
集
団
の
営
業
力

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と

い
う
。

　お
　

ム
お
　

第
二
段
階
は

「悼
頭
城
」
の
横
軸
が
増
大
す
る
。
『西
遊
記
』

『説

岳
』

『楊
家
将
』
な
ど
の
武
場
を
場
の
設
定
と

し
て
用

い
る
こ
と
で
、

従
来
儀
礼

の
枠
外
で
行
な
わ
れ
て
い
た
武
術
系

の
技
を
枠
内

に
取
り

込
み
、
羅
列
式

の
披
露
か
ら
脱
却
し
た
。
単

な
る
場
の
設
定
と
は

い

え
、
儀
礼
の
式
次
第
の
枠
内
に
あ
り
な
が
ら
、
儀
礼
や
道
教

の
教
え

と
は
無
関
係
な
も
の
を
加
え
た
の
で
あ
る
。
ま
た
特
定
の
人
物
は
衣

ハ
あ
　

装
を
着
、
化
粧
を
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ

の
段
階
の
も

の
を

「土

脚
城
」
と
言
う
。
土
脚
と
は
地
面
の
こ
と
を
指
す
。
儀
礼

の
参
会
者

と
同

一
平
面
上
で
行
な
う
意
で
あ
る
。
「樟
頭
城
」
が

「土
脚
城
」

に
な

っ
た
段
階

で
、
こ
の
後

の
次
第
で
あ
る

「打
天
堂
城
」
に
も
変

化
が
現
わ
れ
た
。
従
来
た
だ
天
堂
城
を
突
き
刺
し
て
い
た
の
だ
が
、

そ
の
前

に
剣
の
あ
し
ら

い
を
見
せ
る
部
分
が
付
加
し
た
の
で
あ
る
。

第
三
段
階
は

「
提
線
木
偶
戯
」
か
ら
演
目
、
演
技
術
、
曲
調
を
吸

収
、
登
場
人
物
全
員
が
衣
装
を
着
用
、
化
粧
を
し
、
舞
台
の
使
用
が

始
ま
り
、
儀
礼
か
ら
切
り
離
し
た
上
演
形
態

も
も

つ
よ
う
に
な
る
。

ま
た

一
族
縁
者
、
道
縁
の
子
弟
を
集
め
、
演

者
養
成
組
織
を
作
り
、

izq-一 踊 る道 士



二
期
育

て
て
い
る
。
こ
の
養
成
組
織
で
は
道
士
と
し
て
の
修
行
は
し

て
い
な

い
。
す
な
わ
ち
血
縁
、
道
縁
で
結
ば
れ
た
道
士
集
団
の
中
に
、

芝
居
の
で
き
る
道
士
と
芝
居
し
か
で
き
な

い
人
が
共
存
す
る
よ
う
に

な

っ
た

の
で
あ
る
。

こ
の
段
階
を
現
在
は

「
打
城
戯
」
と
呼
ぶ
。
「打
城
戯
」
ま

で
到

達
し
た
時
点
で

「小
興
源
」
は
、
儀
礼

の
み
、
儀
礼
+
「樟
頭
城
」
、

儀
礼

+
「打
城
戯
」
、
「打
城
戯
」

の
み
、
の
四

つ
の
形
態
を
持

つ
に

至

っ
た
。
儀
礼

+
「
樟
頭
城
」

の
値
段
を

一
と
す
る
と
、
儀
礼
+
「土

脚
城
」

は

丁
七
～

一
・八
、
儀
礼

+
「打
城
戯
」
は
二
以
上
、
「打
城

戯
」
の
み
、
で
も
二
以
上
は
と

っ
た
と
い
う
。
ま
た

「打
城
戯
」
の

ム　
　

み
の
値
段
を
他
と
比
較
す
る
と
、
大
所
帯
で
武
打
の
レ
ベ
ル
が
非
常

バめ
　

に
高

い
こ
と
か
ら

「梨
園
戯
」

の
約
二
倍
、
「高
甲
戯
」

の
三
倍
近

ム
み
　

い
値
段

に
な
る
。
か
な
り
高
か

っ
た
の
だ
。

現
在

「打
城
戯
」
の
み
の
形
態
は
、
演
者
養
成
組
織

の
二
期
生
で

あ
る

一
族
の
呉
天
乙
氏
が
中
心

に
な
る

「泉
州
打
城
戯
劇
団
」
、
及

び
こ
の
劇
団
で
養
成
さ
れ
た
学
生

の

一
部
が
組
織
し
、

一
期
生
で

一

　　
　

族
の
洪
救
江
氏
も
指
導
に
当
た
る

「打
城
戯
実
験
劇
団
」
が
、
残
り

の
三

つ
の
形
態
は
今
も

「小
興
源
」
の
道
士
集
団
が
行
な

っ
て
い
る
。

儀
礼

+
「
打
城
戯
」
の
形
と

「
打
城
戯
」
の
み
の
形
で
、
実
見
し
た

も
の
の
構
成

・
内
容
を
記
す
。

○
儀
礼

+
打
城
戯

日
時

一
九
九
六
年
八
月
二

一
日

場
所

菜
洲
相
公
廟
の
舞
台

演
者

小
興
源
道
士
、
打
城
戯
実
験
劇
団

演
奏
者

小
興
源
道
士
、
打
城
戯
実
験
劇
団
、
補
助
と
し
て
泉
州

　お
　

市
木
偶
劇
団

構
成①

遣
司

(打
城
戯
実
験
劇
団
)

神

々
の
世
界
。
道
士
の
求
め
に
応
じ
、
道
場

へ
派
遣
す
る
神

将
が
任
命
さ
れ
る
。

②

大
放
赦

(小
興
源
道
士
+
打
城
戯
実
験
劇
団
)

舞
台
中
央
奥

の
机

に
設
け
ら
れ
た
祭
壇
と
、
舞
台
下
に
設
け

ら
れ
た
祭
壇
を
使
用
し
て
五
人
の
道
士
に
よ
る
儀
礼
。
地
獄

へ
の
使
者
を
求
め
る
の
に
応
じ
、
①
遣
司

の
神
将
登
場
。
道

士
か
ら
赦
官
と
し
て
地
獄

へ
赴
く
依
頼
を
受
け
、
赦
文
を
渡

さ
れ
る
。

③

三
脚
鬼

(打
城
戯
実
験
劇
団
)

目
連
戯
の

一
場
面
。
白
無
常

・
黒
無
常

・
赤
鬼

・
青
鬼

・
黒

鬼
が
登
場
、
死
者

の
魂
を
迎
え
に
人
間
界

へ
行
く
。

④

速
報
審

(打
城
戯
実
験
劇
団
)

目
連
戯
の

一
場
面
。
劉
氏
が
閻
王
の
審
判
を
受
け
る
。

⑤

地
獄
套

(打
城
戯
実
験
劇
団
)

獄
吏
が
地
獄
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
あ
と
、
丑
角
が
打
衣
で

登
場
。
紙
に
火
を

つ
け
、
食

べ
て
見

せ
る

・
火
粉
を
口
か
ら

吹

い
て
ま
き
散
ら
す

・
紙
を
細
か
く
破

っ
て
食

べ
、
口
か
ら
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長
い
紙
に
し
て
出
し
、
再
び
千
切

っ
て
捨

て
る
。
紙
切
れ
を

拾
い
集
め
、
手

の
中
で
ま
た
リ
ボ
ン
状

に
す
る
。
地
獄
の
責

め

(刀
、
槍
、
刺
股
)
。

⑥

双
挑

(小
興
源
道
士
)

目
連
戯
の

一
場
面
。
僧
帽
を
被
り
、
化
粧
を
す
る
。

⑦

打
天
堂
城

(打
城
戯
実
験
劇
団
)

舞
台
奥

に

一
字
型

の
天
堂
城

の
紙
製
の
作
り
物
を
置
き
、
刺

股
で
刺
す
。
刺
す
前
に
充
分
刺
股

の
あ
し
ら
い
を
、
見
せ
る
。

②
で
祭
壇
を
二
箇
所
設
け
る
の
は
、
超
度
儀
礼
と
同
様
で
あ
る
。

超
度
儀

礼
で
は

「後
悼
」

(後

の
机
)
に
祭
壇
を
設
け
、
「前
悼
」

(前

の
机
)

に
紙
を
張

っ
て
作

っ
た
立
方
体
に
近

い
天
堂
城
と
供
物

を
置
き
、
こ
の
二

つ
の
間

の
空
間
で
身
体
動
作
を
行
な
う
。
舞
台
奥

に
置
か

れ
た
祭
壇
が

「後
悼
」

に
当
た
る
。

「打
城
戯
」
を
組
み
込
む
と
、
超
度
儀
礼
で
は

「放
赦
」
と

い
う

次
第
名
が

「大
放
赦
」
に
変
わ
る
。
本
来

「大
放
赦
」

で
は

「打
花

ムお
　

鼓
」
が

つ
く
。

⑤

で
前
後
の
脈
絡
な
く
、
突
然
披
露
さ
れ
る
丑
角
に
よ
る
奇
術
系

の
見
世
物
は
、
儀
礼

の
枠
外
で
行
な

っ
て
い
た
武
術

・
硬
気
功
系
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
想
起
さ
せ
、
興
味
深

い
。
こ
の
丑
角
の
演
者
は
、

ハ　
　

⑦

の
刺

股
で
刺
す
役
と
同
じ
く

「小
興
源
」

一
族
の
洪
救
江
氏
で
、

扮
装
も

同
じ
だ

っ
た
。

こ
の
上
演
は
、
実
施
時
が
旧
暦
鬼
月

(七
月
)
二
六
日
だ

っ
た
た

め
、
会
場

と
な

っ
た
菜
洲
相
公
廟

(打
城
戯
実
験
劇
団
の
所
在
地
)

の
老
人
会
か
ら

「無
縁
仏
が
集
ま

っ
て
き
た
ら
ど
う
す
る
」
と
の
ク

レ
ー
ム
が
あ
り
、
実
施

に
待

っ
た
が
か
か

っ
た
。
呉
金
塔
氏
が

「正

式

の
超
度

で
は
な

い
」
と
説
得
、
よ
う
や
く
実
現
し
た
と
い
う
経
緯

を
も

つ
。
実
際

「赦
文
」
は
特
定
人
物
の
超
度

で
は
な
く
、
こ
の
地

域

の
平
安
を
祈
る
も

の
で
あ
り
、
正
式
に
は

「赦
文
」

の
役
目
は
焼

い
て
完
結
す
る
が
、
こ
の
時
は
意
図
的
に
焼

か
な
か

っ
た
。
ま
た
値

段
は
、
参
加
人
数
の
少
な
い
道
士

の
方
が
人
数

の
多

い
劇
団
よ
り
も

高
か

っ
た
。

○
打
城
戯

の
み

①

九
二
年
二
月

梨
園
戯
劇
団
劇
場

・
泉
州
打
城
戯
劇
団

『目
連
救
母
』
の
う
ち

「捉
魂
套
」
「速
報
審
」
、
西
遊
記
か
ら

「紅

核
児
」

②

九
五
年
八
月

威
遠
楼

・
打
城
戯
実
験
劇
団

「仇
驚
」
全

=

場

③

九
八
年
八
月

東
街
二
郎
巷
仮
設
舞

台

・
泉
州
打
城
戯
劇
団

新
編

『目
連
救
母
』
全
八
場

①

の

「捉
魂
套
」
で
は

「師
公
戯
」
の
特
徴

と
い
わ
れ
る
法
器

(楽

器
)
を
使

っ
た
軽
業
系

の
演
技
が
入

っ
た
。

②
は
仇
討
ち
物

で
、
演
技

・
演
出
と
も
高

甲
戯
系
。
「揮
死
班
」

の
異
名
を
も

つ

「師
公
戯
」
の
特
徴
の

一
つ
と
さ
れ
る
武
打
の
場
面

は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
悪
者
に
笑

い
の
要
素
を
付
加
。

③
は
本
来

一
六
場
の

『目
連
救
母
』
を
半
分

に
圧
縮
。
羅
ト
の
父
、
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i

小興源道士、
打城戯実験劇団による

儀礼+「打城戯」

r

、 〈大放赦〉

高功は呉金塔氏

劇団の演者が扮する神将が道士から赦文を受け取る

口都城への道の険しさを表現する演者と道士
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〈地獄套〉

丑角を演じる洪救江氏

刺股の責め

〈双挑〉

道士扮する雷有声(左)と 目連(右)

〈打天堂城〉

アヒルの血で清める

(日本 「目連椀偶」研究会提供)
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1
泉州打城戯劇団による
新編 『目連救母』

〈双挑 〉

〈続枷〉

〈雪獄〉

(1998年8月 細井撮 影)
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雷
有
声

関
連

の
部
分
を
カ
ッ
ト
し
、
母

(劉
世
真
)
と
羅
卜

(目
連
)

の
母
子

に
中
心
を
置
く
。
法
器

(楽
器
)
を
使

っ
た
軽
業
系

の
演
技

は
な
し
。

儀
礼

+
「
打
城
戯
」
の
形
は
宗
教
的

・
民
俗
的
文
脈
の
中
で
の
み

成
立
す
る
の
に
対
し
、
「打
城
戯
」
の
み
の
上
演
は
泉
州

の
地
方
戯

の

一
つ
と
し
て
行
な
わ
れ
る
。
筆
者
が
実
見
し
た

「打
城
戯
」
の
み

の
上
演

は

「高
甲
戯
」
に
近
し
く
、
「高
甲
戯
」
の
三
倍
近

い
値
段

を
と

っ
た
と

い
う
面
影
は
な
か

っ
た
。

道
士

の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
に
お
け
る
第

一
、
第
二
段
階
ま
で
は
儀

礼
の
枠
内
で
あ
り
、
道
士
集
団
で
は
な
く

一
座
と
し
て
活
動
を
開
始

し
た
の
は
第
三
段
階
に
入

っ
て
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。
「和
尚
戯
」

の
変
遷
を
考
え
る
と
、
「大
開
元
」
と
第
二
段
階
が
、
「小
開
元
」
と

第
三
段
階
が
前
後
し
な
が
ら
ほ
ぼ
同
時
代
に
存
在
し
た
の
だ
ろ
う
。

　
れ
　

　
れ
　

各
段
階

の
年
代
を
特
定
す
る
の
は
困
難
だ
が
、

一
族

の
呉
天
乙
氏
に

よ
れ
ば
、
第
二
段
階
に
入

っ
た
の
が
五
代
前

の
呉
加
雍

(
一
七
六
ニ

ムれ
　

1

一
八

三

五

)

で

、

三

代

前

の
呉

永

僚

(
一
X

1
1
1
-

1
八

七

八

)

　
ゐ
　

か
ら
第

三
段
階
に
入

っ
た
と

い
う
。
こ
の
年
代
設
定
に
は
根
拠
と
な

る
資
料

が
な
く
、
妥
当
性
の
有
無
を
判
断
で
き
な

い
。
し
か
し
呉
天

乙
氏
の
父
呉
万
勝

(
一
八
九
五
-

一
九
四
八
)
、
叔
父
呉
宝
燦

(
一

八
九
七

-

一
九
七
三
)
な
ど
が
、
現
在
は

「大
開
元
」
か
、
「小
開
元
」

か
特
定

で
き
な

い
が

「
和
尚
戯
」
に
参
加
し
て
い
た
の
は
確
実
ら
し

い
。「和

尚

戯
」
の

「小
開
元
」
が
儀
礼
を
行
な
わ
ず
、
そ
の
構
成
員

は
利
害
関
係
の
結
合

で
あ

っ
た
の
に
比
し
、
「師
公
戯
」
の
「小
興
源
」

は
儀
礼
も
芝
居
も
行
な

い
、
構
成
員
は
血
縁
、
道
縁
で
結
ば
れ
、
純

粋
な
利
害
関
係
の
み
の
結
合
で
は
な
か

っ
た
。
文
化
大
革
命
で
解
散

し
た
公
立

の

「泉
州
市
打
城
戯
劇
団
」
が
、
九
〇
年

に

「小
興
源
」

の

一
族
に
よ

っ
て
私
立
劇
団
と
し
て
復
活
し
た
の
も
、
両
者

の
こ
う

し
た
集
団
と
し
て
の
相
違
に
拠
る
と
思
わ
れ

る
。

四

道
士
で
あ
り
な
が
ら

一
座
を
組
ん
で
芝
居
を
打
て
る
理
由

営
業
方
法

道
士
集
団
の
営
業
は
、

一
般

の
芝
居
の

一
座
と
異
な
り
、

エ
ー
ジ

ェ
ン
ト
を
通
す
こ
と
は
皆
無
と

い
っ
て
よ

い
。
活
動
地
域
を
基
本
的

に
分
け
合

っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、

一
つ
の
地
域

に
複
数

の
道
士
集
団

が
存
在
し
て
い
る
。
ま
た
、
自
分

の
分
担
地
域
外

の
所

へ
呼
ば
れ
て

出
向
く
際
は
、
そ
の
地
の
分
担
道
士

の
所

へ
挨
拶
を
す
れ
ば
よ
い
。

も
し
地
域
分
担
制
と

い
う
な
ら
、
融
通
性

の
高

い
分
担
制
と
言
え
る
。

道
士
集
団

へ
の
儀
礼
の
依
頼
は
、
土
地

の
世
話
役
や
廟

・
廟
祝
を
通

し
て
く
る
の
が

一
般
的
で
あ
る
。
複
数

の
道
士
集
団
か
ら
ど
こ
を
選

ぶ
か
は
、
そ
の
道
士
集
団
の
儀
礼
に
参
会
し
た
人
々
の
評
判
に
よ
る
。

他
地
域

の
道
士
集
団
を
呼
ぶ
の
も
、
こ
う
し
た
評
判
か
ら
始
ま
る
。

従

っ
て
道
士
集
団
に
と

っ
て
、
営
業
の
要
は
儀
礼
に
あ
る
の
だ
。
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「小
興
源
」
の
活
動
地
域
に
も
芝
居
の
で
き
な

い
道
士
集
団
も
あ

　
　
　

る
。
筆
者
は
彼
等
の
儀
礼
も
二
度
実
見
し
た
。
儀
礼

に
お
け
る
身
体

動
作
を

「小
興
源
」
と
比
較
す
れ
ば
、
全
体
に
遊
び
が
少
な

い
。
例

え
ば
手

・
腕
の
使

い
方
が
む
だ
な
曲
線
を
も
た
な

い
、
方
向
転
換

の

時
に

「小
興
源
」
は

一
度
体
を
転
換
方
向
と
は
逆

の
方
向

へ
向
か
せ

て
か
ら
転
換
方
向
に
向
く
が
、そ
れ
が
な
く
す
ぐ
転
換
方
向

に
向
く
。

こ
う
し
た
遊
び
の
部
分
は
、
本
来
儀
礼

の
身
体
動
作

に
は
必
要
が
な

い
。
し
か
し
遊
び
の
部
分
が
入
る
と
、
全
体
に
大
き
さ
が
生
ま
れ
、

ま
た
次

の
動
き

へ
の
メ
リ
ハ
リ
が
生
ま
れ
る
。
現
地
の
人
々
が

「小

興
源
」

の
儀
礼

の
身
体
動
作
を

「好
看
」

(見
た
め
が
よ
い
)
と
表

現
す
る

の
は
お
そ
ら
く
こ
の
遊
び
の
効
用
だ
ろ
う
。特
に
儀
礼
+
「打

城
戯
」

の
形
態

の
場
合
、
芝
居
の
で
き
な

い
道
士
が
儀
礼
を
担
当
す

る
と
、
間
の
と
り
方

や
演
者
と

一
緒
に
行
な
う
部
分
が
ど
う
し
て
も

　お
　

う
ま
く

い
か
な

い
と
い
う
。
そ
れ
に
し
て
も
儀
礼
は
儀
礼
で
あ
り
、

芝
居
と
は
別
物
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
な
ぜ
泉
州
で
は
同
じ
基
準

で
見
る
土
壌
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

口

新
中
国
成
立
以
前
の
興
行
形
態

一
般

の
芝
居

の
興
行
の
機
会
は
、
神
仏
の
生
誕
日
な
ど

の
廟
会
、

村
落
共
同
体
の
祭
、
結
婚
、
長
寿
、
新
築
な
ど

の
個
人
の
吉
事
、
そ

し
て
無

縁
仏
供
養

の

「普
渡
」
で
あ
る
。
こ
う
し
た
宗
教

・
民
俗
的

文
脈
か
ら
離
れ
た
常
設
劇
場
は
な
か

っ
た
。
そ
う
し
た
設
備
は
も
ち

ろ
ん
だ
が
、
常
設
劇
場

へ
の
要
求
が
な
か

っ
た

の
で
あ
る
。
道
教
儀

礼
に
は
こ
う
し
た
吉
事

に
葬
儀
な
ど
の
凶
事

も
あ
る
。
道
士

の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
は
そ
の
凶
事
の
分
野
を
担
当
す
る
。
呉
金
塔
氏
に
よ
る

と
、
見
る
側
か
ら
勧
め
ら
れ
て
、
「小
興
源

」
も

「普
渡
」
で

「打

城
戯
」
の
み
の
上
演
を
す
る
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
。
人
々
に
と

っ

て
は
吉
事

で
は
道
士

の

"儀
礼
+

一
般

の
芝
居
"、
凶
事

で
は

"道

士

の
儀
礼

+
道
士

の
芝
居
"、
普
渡
で
は

"芝
居
"
が
提
供
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。
演
じ
る
時
や
場
の
共
有
は
、
見
る
側
に
と

っ
て
道

士

の
芝
居
と

一
般
の
芝
居

の
区
別
を
曖
昧

に
し
た
と
思
わ
れ
る
。
こ

れ
は
道
士

の
芝
居
と

一
般

の
芝
居
を
同
レ
ベ
ル
で
見
る
理
由
に
は
な

り
得
る
だ
ろ
う
が
、

一
座
を
組
ん
だ
道
士
を
高
く
評
価
す
る
、
儀
礼

自
体
を
観
賞

の
対
象
と
す
る
独
特
さ
を
生
ん
だ
理
由
は
説
明
し
き
れ

な
い
。
レ
ン
ズ
を
付
け
替
え
、
泉
州
社
会
か
ら
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
に

つ
い
て
考
え
る
必
要
が
あ
り
そ
う
だ
。

⇔

泉
州
社
会

泉
州
は
中
国
東
南
沿
岸
、
海
峡
を
挟
ん
で
台
湾
と
向
か

い
合

っ
た

位
置
に
あ
る
。
こ
こ
は
歴
史
的
に
陸
と
海
、
双
方
か
ら
二

つ
の
大
き

な
流
れ
が
溜
ま
る
場
所
だ

っ
た
。
陸
か
ら
は
、
早
く
も
秦
代
か
ら
中

原
地
帯

の
移
民
が
彼
等

の
文
化
を
も

っ
て
や

っ
て
き
た
。
こ
の
流
れ

は
断
続
的
に
あ
り
、
こ
の
地
に
時
代

の
異
な

る
中
原
文
化
を
重
層
的

　ぢ

に
残
し
た
。
海
か
ら
は
、
交
易
に
よ
り
諸
外
国
の
人
々
が
各
々
の
文

　
ガ
　

化

を

も

っ
て

や

っ
て
き

た

。

泉

州

は

、

七

世

紀

以

降

は

貿

易

港

と

し

ムぢ

て

発

達

し

、

「
海

の

シ

ル

ク

ロ
ー

ド

」

の
起

点

だ

っ
た

の

で

あ

る
。
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ま
た

一
〇
世
紀
頃
か
ら
逆
に
泉
州
か
ら
海
外

へ
移
民
す
る
流
れ
も
で

　ぜ

き
、
「華
僑

の
故
郷
」
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
歴
史
は
泉
州
に
大
き
な
特
徴
を
与
え

て
い
る
。
す
な
わ

ち

「自
己
」
の
中
に
実
に
多
く
の

「他
」
を
も

つ
こ
と
で
あ
る
。
む

し
ろ

「自
己
」

の
成
分
が
多
く
の

「他
」

で
あ
る
と
言
う
ほ
う
が
よ

り
近
い
。
そ
れ
は
陸
や
海
か
ら
の
流
入
が
始
ま
る
以
前
の
住
人

で
あ

る
越
族
が
、漢
族
移
民
に
よ
る
漢
族
社
会
が
形
成
さ
れ
る
に
従

っ
て
、

バ　
　

漢
族
化
し
た
こ
と
が
大
き

い
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
も
と
と
な
る

も

の
が
な

い
の
だ
。
越
族
は
本
来
海
の
民

で
あ
る
。
農
耕
地
に
適
し

た
土
地

の
少
な

い
泉
州
で
、
人

々
の
生
活

の
基
盤
が
海
に
依
存
す
る

割
合
が
高

か

っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
こ
は
農
耕
文
化
が
基
層

で

は
な
い
。
そ
の
上
に
農
耕
文
化
を
基
層
と
す
る
漢
族
文
化
が
形
成
さ

れ
、
そ
こ

に
大
量

の

「他
」
が
入

っ
た
の
だ
。

あ
く
ま

で
も
個
人
的
な
感
覚
に
過
ぎ
な

い
が
、
十
二
回
の
調
査
を

通
し
て
感

じ
た
点
が
三
つ
あ
る
。

一
つ
は
泉
州
人
の
視
線
が
上
向
き

で
も
下
向

き
で
も
な
く
、
自
身
の
目
の
高
さ
と
平
行
だ
と
い
う
こ
と

だ
。
中
央

に
注
ぐ
眼
差
し
、
外
国
に
向
け
る
眼
差
し
、
中
国
他
地
域

に
向
け
る
眼
差
し
の
い
ず
れ
も
が
、
そ
う
な

の
で
あ
る
。
従

っ
て
周

囲
と
の
比
較

に
よ
る
自
己
確
認
と

い
う
作
業
を
経
ず
し
て
、
こ
こ
だ

け
で
完
結

し
て
い
る
と

い
う
印
象
が
強

い
。
二
つ
目
は

コ

か
八
か

に
賭
け
る
」
気
性
。
三

つ
目
は
信
仰
心
の
厚
さ
。
現
在
の
泉
州
は
経

済
開
放
区

の

一
つ
で
も
あ
り
、
中
国
が
描
く
未
来
像
を
先
取
的
に
具

現
化
す
る
社
会
と

い
う
側
面
を
持
ち
、
そ
れ
で
い
て
信
仰

・
民
俗
が

人
々
の
生
活
を
拘
束
す
る
力
を
、
今
も
強
く
残
し
て
い
る
社
会
で
も

あ
る
。

な
ら
ば

「打
城
戯
」
形
成
期
と
考
え
ら
れ

る

一
九
世
紀
後
半

ー
二

〇
世
紀
前
半

の
泉
州
社
会
は
ど
う
だ

っ
た
の
か
。

一
九

一
一
年

の
辛

亥
革
命
以
前
は
、
諸
外
国
の
影
響

に
よ
る
輸

入
品
の
増
加
、
国
産
品

の
不
振
、
手
工
業
者

の
没
落
と
大
資
本
家

の
登
場
、
華
僑
資
本
家

の

活
躍
と

い
っ
た
経
済
状
況
の
激
動
に
加
え
、

ア
ヘ
ン
の
弊
害
、
自
然

災
害
の
頻
発
、農
民

へ
の
過
重
な
負
担
な
ど
か

ら
貧
困
層
が
急
増
し
、

人
口
が
減
少
、
各
地
で
ク
ー
デ
タ
ー
が
続
発

す
る
。
こ
う
し
た
社
会

不
安
の
中
、
キ
リ
ス
ト
教
の
活
発
な
布
教

・
教
育
活
動
、
官
立
中
学

設
立
に
よ
る
新
思
想
教
育
が
行
な
わ
れ
、
知

識
層
の
伝
統
的
な
思
考

バ
ね
　

や
民
俗
活
動

に
対
す
る
考
え
も
変
容
を
始
め
る
。
辛
亥
革
命
以
降
は

新
思
想
、
民
主
主
義

の
普
及
が
み
ら
れ
た
が
、

一
般
庶
民
の
生
活
感

覚
と
革
命
派

・
知
識
層
の
志
向
と
は
ま
だ
距
離
が
あ
り
、
「破
迷
運

動
」
が
展
開
さ
れ
た
。
規
模
の
大
き

い
も
の
で

1
九
1
11二
年
、
二
九

バお
　

年
、
三
二
年

の
三
回
あ
る
。

一
九
二
一二
年
は
刑
事
事
件
を
康
王
爺
に

托
し
て
処
理
し
た
こ
と
に
端
を
発
し
、
康
王
爺

の
神
像
を
破
壊
。
二

九
年
は
国
民
党
と
学
生
が
東
嶽
廟
、
元
妙
観
、
開
元
寺
、
承
天
寺
の

神
像
、
建
築
物
を
破
壊
し
た
。
三
二
年
は
疫
病
が
流
行
し
た
た
め
関

帝

の

「出
巡
」

(神
像
を
輿

に
載
せ
、
街
を

練
り
歩
く
)
を
し
よ
う

バ
お
　

と
し
た
の
を
阻
止
、
迎
神
奏
会
を
行
な
わ
せ
な
か

っ
た
。
し
か
し
こ

う
し
た

「破
迷
運
動
」
は
短
絡
的
で
あ
り
、

一
般
庶
民
の
感
覚
に
大

き
な
変
化
は
な
か

っ
た
。祭
な
ど

の
規
模
は
縮

小
し
た
り
も
し
た
が
、
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す
べ
て
を
行
な
わ
な
く
な

っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
特
に
凶
事

の
活
動

は
ほ
ぼ
何

の
影
響
も
な
か

っ
た
と

い
う
。
時
代
は
下
る
が
文
化
大
革

　あ
　

命
の
時
期

に
も
超
度
は
こ
っ
そ
り
行
な
わ
れ
て
お
り
、
人
々
の
超
度

に
対
す

る
要
求
は
か
な
り
厚

い
。

社
会

の
激
動
期
に
形
成
さ
れ
た

「師
公
戯
」
は
、
凶
事
と
密
接
な

関
連
を

も

つ
が
た
め
に
、
宗
教

・
民
俗
的
文
脈
を
消
す
動
き
に
流
さ

れ
る
こ
と
も
な
か

っ
た
。
上
演

の
機
会
と
い
う
点
で
考
え
れ
ば
、

一

般

の
芝
居
が
上
演

の
機
会
を
失

っ
て
も
、
「師
公
戯
」
だ
け
は
機
会

が
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
芝
居

の
で
き
る
道
士
の
評
価
が
高

い
の
は
、

「師
公
戯
」
が

一
般

の
芝
居
と
同
じ
く
娯
楽

の
対
象

で
あ
る
ば
か
り

で
な
く
、
「
師
公
戯
」
が
命
脈
を
保

て
た
理
由
で
あ
る
儀
礼
自
体
も
、

娯
楽

の
対
象
と

い
う
面
を
も

っ
て
い
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

ま
た
彼
等

の
儀
礼
自
体
も
観
賞

の
対
象
と
な

っ
た
の
で
は
な
い
か
。

や
る
側
か
ら
見
れ
ば
彼
等
が
職
業
的
道
士
で
あ
り
、
こ
れ
で
生
活

の

糧
を
得

て
い
る
た
め
、
営
業
努
力
を
す
る
の
は
当
然
だ
ろ
う
。
依
頼

す
る
側
か
ら
見
れ
ば
非
常
に
高
額
の
死
者
を

祀
る
た
め
の
儀
礼
は
、

周
囲
に
孝
行
者
と
し
て
の
自
身
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
働
き
を
持

つ
。
見

る
者

に
と

っ
て
は
生
者
の
た
め
の
娯
楽
性
を

も
必
要
と
し
た
の
だ
ろ

'　
O一

般
に
宗
教
儀
礼
が
演
劇
に
向
か
う
時
、
宗
教
的
職
能
者

で
は
な

く
俗
人
が
関
与
す
る
。
「小
興
源
」
が

「打
城
戯
」
と
な
る
段
階
で
、

血
縁

・
道
縁
の
子
弟
か
ら
道
士
で
は
な

い
演

者
の
養
成
を
行
な

っ
た

の
は
ま
さ
に
こ
れ
に
当
た
る
。
意
図
的
で
は
な
か

っ
た
と
思
わ
れ
る

が
、
こ
れ
に
よ
り
道
士
集
団
機
能
を
失
わ
ぬ
ま
ま

一
座
を
組
む
こ
と

が
可
能
に
な

っ
た
の
で
あ
り
、
信
心
厚

い
こ
の
地
の
特
性
が
そ
の
歩

み
を
後
押
し
し
た
の
で
あ
る
。
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「師
公
戯
」
は
道
士

の

一
座

で
あ
る
。
道
士
は

"儀
礼

の
み
"、

"儀
礼

+
「樟
頭
城
」
"、
"儀
礼
+
「打
城
戯
」
"、
"「打
城
戯
」

の
み
"

の
四
つ
の
形
態
を
こ
な
す
。

こ
う
し
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
伴
う
儀

礼
は
凶
事
儀
礼
で
あ
り
、
泉
州
の
人

々
は
凶
事
儀
礼
を
非
常
に
重
要

と
考
え

て

い
る
。
「打
城
戯
」
形
成
期
か
ら
現
在
ま
で
、
為
政
者
は

宗
教

・
民
俗
的
文
脈
の
抹
消
を
め
ざ
し
た
が
、
そ
れ
は
常
設
劇
場
の

な
い
時

代
に
は

一
般

の
芝
居

の
上
演
機
会
を
減

ら
す
方
向

に
作
用

し
、
「師
公
戯
」
に
は
娯
楽
の
対
象
と
し
て
の
性
格
を
増
長
さ
せ
た
。

注〈
1
>

経
緯
の
詳
細
は
拙
稿

「人
形
か
ら
人
間
へ
1

中
国
泉
州

・
道

士
の
芝
居

「打
城
戯
」
の
選
択
」
〔「演
劇
論
の
現
在
』
西
洋
比
較
演

劇
研
究
会
編
、
白
鳳
社
、

一
九
九
九
年
五
月

(予
定
)〕
参
照
。

〈2
>

中
国
戯
曲
史
編
輯
委
員
会

・
「中
国
戯
曲
史

・
福
建
巻
」
編
輯

委
員
会
編

「中
国
戯
曲
史

・
福
建
巻
』
文
化
芸
術
出
版
社
、

一
九
九

三
年
、
倉
暁
窓

「打
城
戯
与

『目
連
救
母
』」
『南
戯
遺
響
』
中
国
戯

劇
出
版
社
、

一
九
九

一
年
ほ
か
。



〈
3
>

他

の

「
師
公

戯
」

の

一
座

に
は

、
晋
江

小
栄

華
班

(
一
九

三

二

⊥

二
四
年
)
、
南
安

洪
頼

打

城
戯
業

余

劇
社

(
一
九

四
五

-
四

八
年

)
、

南

安

洪
頼

小

協

元
班

(
一
九

四

七

-
四

八
年

)
、

晋

江
青

陽
奏

龍

章

班

(
一
九

四
七
年

)

が
あ

る

(呉

天

乙

・
曾

金
鐸

著

「
泉
州

宗

教
戯

劇

的
遺
存

打

城
戯

」
に
よ

る
)
。
尚

、
「
班
」
は
劇

団
組

織

の
意

。

「
小
開

元
」
も

「小

開

元
班
」

と

も
言

う
。

〈
4
>

「和

尚
戯

」

は
倉

暁

窓
氏

、

「
師
公

戯
」

は
呉

天

乙
氏

が
そ

の
担

い
手

で
あ

る
。

〈
5
V

一
九
九

五

ー
九

八
年

の
聞
き

取
り

調
査

。

〈
6
>

呉

金
塔

氏

談

。
呉

金

塔

「
二
道

士
と

芝

居
」

「
泉

州

福

建
省

の

芸

能

に
生

き

る
人

々
」

『自

然

と
文

化
』

五
六

号

、
㈱

日

本

ナ

シ

ョ

ナ

ル
ト

ラ

ス
ト
、

一
九
九

八
年

。

〈
7
>

前
掲

『中

国
戯

曲
史

・
福

建
巻

』
。

〈8
>

泉
州

市
西

街

に
位
置

す

る
。

六
八

六
年
始

建

、
土

地
は

黄
守
恭

の
寄

進
。

紫
雲

寺
、

蓮
花
寺

、

興
教

寺
、

龍

興
寺

と
改
名

を
重

ね

、

唐
開

元

二
六

(七
三

八
)
年

開

元
寺

と
な

る

。
面
積

七

万
八

〇
〇

〇

平
米

、
唐

代

は
禅
宗

、
宋
代

は
律

宗

、
元

代

は
密
宗

を
主

と

し
、
各

時
代

の
建
築

、
文
物

が

み
ら

れ
る
。
中
軸

線

上

の
主

建
築

は

三
門

(山

門
、
天
王

殿
)
か

ら
奥

に
拝

亭

(
一
九

六

〇
年
築

)
、
拝

庭

、
大
殿

(大

雄
宝

殿
)
、
甘

露

戒
壇

、

法
堂

(現
蔵

経

閣

)
と

続

く

。
東

西

に
廊

が
あ

り

、
東

側

に
伽

藍

祠

(現

檀

越
祠

)
、

準
提

寺

、
東

壁

寺

が
、

西
側

に
は
功

徳
堂

、

尊
勝

院

(阿

弥

陀

殿
)
11
水

陸

寺

に
統

合

(現

弘

一
法

師
記

念
館

)
が
あ

る
。
ま

た
東

西

に
塔

が
あ

る

(庄

為
磯

『古

刺

桐

港
』

厘

門
大

学

出
版

社

、

一
九

八
九

年

)
。

宗
教

面

だ

け

で
は

な
く

、
建
築

、
彫

刻
な

ど
様

々
な
分
野

か

ら
研
究

対
象

と

な

っ
て

い

る
。

〈
9
>

九

二
年
春

、
泉

州
打

城
戯

劇

団

の
上

演

を
お

願

い
す

る
た
め

に

打
ち
合

わ

せ

に
伺

っ
た
際

、

オ
ー

ナ

i
兼

指
導

者

で
あ

る
呉

天
乙
氏

か
ら
「泉
州
宗
教
戯
劇
的
遺
存
ー

打
城
戯
」
(呉
天
乙

・
曾
金
鐸
著
)

と

い
う
刷

り
物

を
頂

い
た
。
将

来
的

に
大

部

の
も

の
を
出

版

す

る
予

定

で
そ

の

一
部

で
あ

る
と

の
話

だ

っ
た

が
、
九

八
年

三
月

現
在

原
稿

は

で
き

た

が
ま

だ
出

版

の
目
処

が

た
た
な

い
と

い
う

こ
と

な

の

で
、

こ

の
刷

り
物

に
基

づ
き

記

す

と
、

「
師

公
戯

」

側

の
主

張

す

る

「
和

尚

戯
」

の
組
織
年

は

「
大

開
元

」

が

一
九

二

〇
年

(圓
明

四

四
歳
)
、

小

開

元
は

一
九

三

〇
年

(圓
明

五

四
歳
)

と

な

っ
て

い
る
。

ま
た
、

こ

の
他

に
も

一
九

〇

五
年

説

(藩

継

生

「
泉
州

法
事

戯
与

『
目
連
救

母
』
」

『福
建

目
連

戯

研
究
文

集
』

福

建
省
芸

術

研
究

所
、

一
九

九

一

年

、
鄭

国
棟

・
林

勝
利

・
陳

垂
成

編

『泉

州
道

教
』
鷺

江

出
版
社

、

一
九

九

三
年

。
倉

暁
窓

氏
も

福
建

省
芸

術
研

究

所
編

『福

建
南
戯

聲

目
連

戯

論
文
集

」

一
九

九

一
年

、

に
収

録

さ
れ

た
方

の

「打

城
戯

与

『目

連
救

母
』
」

で
は

こ

の
説

を
と

っ
て

い
る
)
も

あ

る
。

〈
10
>

前
掲

『
中
国

戯
曲

史

・
福
建
巻

』

及
び

、
虐

暁
窓

、
前

掲

「
打

城
戯

与

『目
連

救

母
』
」
。

〈
11
V

一
九

九

八
年

三
月

。
泉

州

に
赴

く

度

に
倉

氏

と
連

絡
を

取

っ
た

が
調

整

が

つ
か
ず

、

や

っ
と

実
現

し
た

。

「和

尚
戯

」
、

圓
明

に
関

す

る

い
く

つ
か

の
質

問
を
用

意

し
た

が
、
ご
高
齢

と

い
う

こ
と
も

あ

り
、

こ

の
点

の
確
認

だ

け
し

か

で
き

な

か

っ
た
。

〈
12
>

呉
幼

雄

『
泉
州

宗
教

文
化
』

鷺

江
出

版
社

、

一
九

九

三
年

。

開

元
寺

の
寺

田
は

唐

宋

代

に

は
約

一
八

二
六

ヘ
ク

タ

ー

ル
強

あ

っ
た

が
、

明
朝

で
は

財
政

困
難

の
解

決
策

の

一
つ
と
し

て
、
寺

院

か
ら
寺
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田
収
入
の
六
割
を
徴
収
(嘉
靖
年
間
)
、政
府
が
寺
田
を
収
容
し
た
り
、

土
地
の
権
力
者
に
奪
わ
れ
た
り
し
た
ほ
か
、
寺
院
維
持
費
、
修
理
費

の
た
め
に
寺
田
を
売
る
こ
と
も
あ
り
、
明
万
暦
年
間

(
一
五
七
ニ
ー

1
六
1
1O
)
に
は

一
七
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
弱
と
激
減
し
た
。
ま
た
同
時

期

に
は
寺
田
の
収
入
の
八
割
を
税
と
し
て
収
め
る
よ
う
に
な
り
、
寺

田
収
入
の
基
盤
が
急
速
に
弱
体
化
し
た
。

〈
13
>

『泉
州
開
元
寺
志
』
民
国

一
六
年
、
に
よ
る
と
、
隆
慶
年
間

(
一

五
六
六
-
七
二
)
に
は
火
薬
匠
が
甘
露
戒
壇
を
工
場
と
し
て
占
拠
、

家
族
共
々
居
住
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
開
元
寺
の
建
築
物
の
半
数
以

上
が
こ
う
し
た
人
々
に
占
拠
さ
れ
た
が
、
万
暦
四

(
一
五
九
四
)
年

工
場
か
ら
出
火
、
死
傷
者
を
出
し
た
こ
と
か
ら
僧
の
訴
え
に
よ
り
、

万
暦
二
二

(
一
六

一
二
)
年
工
場
が
移
転
、
甘
露
戒
壇
が
回
復
し
た
。

〈14
>

王
寒
楓
「泉
州
開
元
寺
興
衰
初
談
」
泉
州
文
史
編
纂
委
員
会

『泉

州
文
史
』
八
輯
、

一
九
八
三
年
。

〈15
>

「分
四
水
」
と
い
う
。
店
名
は
泉
水

・
竹
水

・
草
水

・
秋
水
。

開
元
寺
寺
務
処
主
任
呉
松
柏
氏
に
よ
る
店
名
と
異
同
が
あ
る
。
前
掲

『古
刺
桐
港
』

の
著
者
庄
為
磯
氏
は
、
本
書
の
中
で
子
供
時
代
の
開

元
寺
の
思
い
出
と
し
て
薬
屋
の
開
元
秋
水
軒
と
説
書
場
を
挙
げ
て
い

る
。
お
そ
ら
く
、
四
つ
の
店
に
も
時
間
の
流
れ
と
と
も
に
変
遷
が
生

じ
た
の
だ
ろ
う
が
、
こ
の
四
つ
の
店
を
や
っ
て
い
た
人
々
の
遺
族
を

筆
者
自
身
ま
だ
見
つ
け
ら
れ
ず
、
そ
の
流
れ
を
つ
か
め
て
い
な
い
。

〈16
>

藩
継
生
氏
に
よ
る
と
、小
開
元
の
一
座
は
華
仕
鋪
大
寺
后
街
(現

開
元
街
-
泉
州
市
地
方
志
編
纂
委
員
会
編
、
林
龍
海
編
纂

『泉
州
市

建
置
志
』
泉
州
市
地
方
志
叢
書
、
海
峡
文
芸
出
版
社
、
一
九
九
三
年
)

に
あ

っ
た
と
い
う
(藩
継
生
、前
掲
「泉
州
法
事
戯
与
「目
連
救
母
」」
)。

代

表
的

演
者

の
氏

名

が
、
観
厳

師

の
挙
げ

た
も

の
と

一
致

し
て

お
り
、

同
じ

一
座

と
考
え

ら

れ
る
。

練
習
場

所

が
開

元
寺

の
境
内

だ

っ
た
と

い
う

こ
と

だ

ろ
う

か
。

〈
17
>

注

〈
8
>
参
照

。

〈
18
>

呉

松

柏

氏
談

(九

八

年

三
月

)
。
呉

松

柏

氏

の
ご
協

力

で
ご
遺

族

の
方

と
何

度

か
連

絡
を

取

っ
た

が
、

「孫

娘

で
和

尚
戯

の

こ
と
は

全

く

分
か

ら
な

い
」

と
お

め

に
か
か

る
こ
と

は

で
き

な

か

っ
た

。
係

争

相
手

か

ら

の
紹

介

だ

っ
た

こ
と

も
関

係

し
た
だ

ろ
う

。
連
絡

を
す

る
際
他

の

ル
ー
ト
を
探

す
時

間

が
な

か

っ
た
こ
と

が
悔

や
ま

れ
る
。

〈
19
>

呉
松
柏

氏

、
観
厳

師

に
確
認

(九

八
年

三
月

)
。

〈
20
>

無

縁

仏

の
供

養

を
目
的

に
、
旧
暦

七
月

の
中

元
節
を

中
心

に
行

な
う

。
詳

細
は
拙

稿

「
人
形

か

ら
人
間

へ

中

国
泉
州

・
道

士

の

芝
居

「
打

城
戯
」

の
選
択
」

参
照

。

〈
21
>

菜

洲

相
公

廟

の
老

人
会

。
ま

た
倉

暁
窓

氏
、
観

厳
師

に
も
確

認

。

〈
22
>

藩
継

生
、
前

掲

「
泉
州

法
事

戯
与

『
目
連
救

母
』
」
。

〈
23
>

出
家

し

て
道

観

に
住

む
全
真

派

は
他
省

か

ら
こ

の
地

に
入

っ
て

は

い
た

が
、
布

教
活

動
は

せ
ず

、
正

一
派
と

の
折

り
合

い
も
悪

く
、

ま

た

こ
の
土
地

独
特

の
信

仰
風

俗

に
妥

協

で
き
ず

に
収

入

の
確

保

が

難

し
か

っ
た

こ
と
も

あ
り

、

一
九

二
〇

-
11
10
年

代
、

元
妙
観

に

い

た
最

後

の
道
士

が
去

っ
て

い
る
。

〈
24
>

前
掲

『泉

州
道

教
』
。

〈
25
>

一
族

の
二
九
代

目

の
道

士

呉
金
塔

氏

よ
り
提

供

し

て
頂

い
た
。

〈
26
>

家
譜

に
よ
る
と

呉
金
塔

氏

、
呉

天
乙
氏

は

同
世
代

で

二
〇
代

目

だ

が
、
東

皐
時

代
か

ら
だ

と

二
九

代

目

に
当

た

る
ら

し

い
。
東

皐
時

代

の

一
〇
代
目

が
分

家

し
た

の
だ

ろ
う

か

。

こ
の
三
代

目
と

い
う

の
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は
東
皐
時
代
か
ら
だ
と

一
二
代
目
に
な
る
。

〈27
>

筆
者
が
実
見
し
た
超
度
の
該
当
部
分
の
詳
細
は
、
前
掲

「人
形

か
ら
人
間
へ

中
国
泉
州

・
道
士
の
芝
居

「打
城
戯
」
の
選
択
」

参
照
。

〈28
>

「太
乙
真
人
下
幽
冥
、
査
勧
善
悪
辮
分
明
、
超
渡
亡
魂
上
天
界
、

青
龍
戯
水
救
万
民
」
(前
掲

「泉
州
宗
教
戯
劇
的
遺
存

打
城
戯
」)

〈29
>

筆
者
が
実
見
し
た
打
天
堂
城
に
つ
い
て
は
、
前
掲

「人
形
か
ら

人
間

へ

中
国
泉
州

・
道
士
の
芝
居

「打
城
戯
」
の
選
択
」
参
照
。

〈30
>

拝
別
道
祖

・
論
三
関

・
女
鬼
ま
た
は
「目
連
救
母
」
の
「守
墓
」
・

玉
京
山

(こ
れ
は
筆
者
が
便
宜
の
た
め
に
つ
け
た
名
称
。
前
後
を
つ

な
ぐ
部
分
で
、
望
郷
台
か
ら
玉
京
山
に
至
る
道
中
で
の
妙
行
真
人
の

独
白
)
・
「目
連
救
母
」
の

「双
挑
」
(こ
れ
は
第
二
段
階
の
土
脚
城

で
加
わ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
)
・
対
獄
の
六

つ
の
部
分
か
ら
な
る
。
縦
軸
は
拝
別
道
祖

・
論
三
関

・
玉
京
山

・
対

獄
。
筆
者
が
実
見
し
た

「悼
頭
城
」
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
前
掲

「人

形
か
ら
人
間
へ
i

中
国
泉
州

・
道
士
の
芝
居

「打
城
戯
」
の
選
択
」

参
照

。

〈
31
>

呉
金
塔

氏
談

。

呉
金
塔

、
前

掲

「
二
道

士

と
芝

居
」

に
も

関
連

記
載

が
あ

る
。

〈
32
>

こ

の
段

階

の
も

の
は

、
現
在

す

で

に
見

る

こ
と

は

で
き

な

い
。

こ

の
段

階

の
内
容

は

、
実
際

に
や

っ
て

い
た
呉
金

塔

、
呉

天

乙
両
氏

を
中
心

と
す

る
聞

き
取

り
調

査

、
及
び

呉
金

塔

、
前
掲

「
二
道

士
と

芝

居
」

に
よ
る
。

〈
33
>

「
目
連
救

母
」

の

「
羅
卜

孝
飯

」

「
訴
血

湖
」

「
打

益
利

」
、
楚

の

荘

周

の
故
事

「
打

勢
棺

」
な

ど

〈34
>

赦
官
、
馬
子
、
野
都
城
の
城
官

(門
番
)
。
こ
の
三
人
が
横
軸

の
登
場
人
物
で
は
な
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

〈35
>

梨
園
戯
、高
甲
戯
な
ど
が

一
班
二
〇
人
前
後
だ
っ
た
の
に
比
べ
、

「小
興
源
」
、
「小
開
元
」
と
も
五
〇
人
余
り
。

〈36
>

若
者
が
祭
日
に

「水
濤
伝
」
の
人
物
に
扮
し
、
武
術
を
見
せ
な

が
ら
練
り
歩
い
た
も
の
か
ら
発
展
。
当
地
の

「梨
園
戯
」、
「提
線
木

偶
戯
」
か
ら
演
目
、
演
技
術
な
ど
を
吸
収
、
清
代
中
葉
以
降
、
外
来

の
ざ
陽
腔
、
徽
調
、
京
戯
の
影
響
を
強
く
受
け
る
。
武
戯
を
特
徴
と

す
る

(「中
国
戯
曲
手
冊
』
中
国
戯
劇
出
版
社
、

一
九
八
七
年
)。

〈37
>

呉
天
乙
、
呉
金
塔
氏
へ
の
聞
き
取
り
調
査
。

〈38
V

こ
れ
は
筆
者
が
参
加
し
た
「中
国
福
建
省
泉
州
の
人
形
操
り
「目

連
戯
」
と
日
本
の
浄
瑠
璃
操
り

「目
連
記
」
」
(日
本
学
術
振
興
会
、

一
九
九
五

・
一
九
九
六
年
度
国
際
共
同
研
究
助
成
)
の
研
究
成
果
の

中
間
発
表
と
し
て
泉
州
で
開
催
し
た

「泉
州
提
線
木
偶
戯
日
中
共
同

学
術
座
談
会
」
の

一
環
と
し
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
、
共
同
研
究
が

「提
線
木
偶
戯
」
(糸
操
り
人
形
劇
)
を
対
象
と
し
た
こ
と
か
ら
、
関

連
活
動
の
中
国
側
窓
口
を
泉
州
市
木
偶
劇
団
が
担
当
、
そ
の
関
係
で

演
奏
者
の
不
足
部
分
を
泉
州
市
木
偶
劇
団
が
補

っ
た
。

〈39
>

呉
金
塔
、
前
掲

「二
道
士
と
芝
居
」
参
照
。

〈40
>

「中
国
戯
曲
劇
種
手
冊
」
(中
国
戯
劇
出
版
社
、

一
九
八
七
年
)、

前
掲

「泉
州
道
教
』
は

一
座
を
組
織
し
た
の
は

一
九
二
〇
年
と
し
、

陳
雷

「道
教
、
民
俗
与
師
公
戯
-

従
道
士
目
連
看
晋
江
的
文
人
景

観
」
(福
建
省
芸
術
研
究
所
編
印

「福
建
南
戯
塾
目
連
戯
論
文
集
」
、

一
九
九

一
年
)
で
は
清
代
中
葉
と
す
る
。

〈41
>

前
掲

「泉
州
宗
教
戯
劇
的
遺
存

打
城
戯
」
。
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〈42
>

外
来
の

「師
公
戯
」
や

「端
公
戯
」
の
影
響
に
よ
る
と
い
う
。

当
時
こ
う
し
た
集
団
と
の
接
点
が
あ

っ
た
か
ど
う
か
は
不
詳
。
「端

公
戯
」
に
つ
い
て
は
拙
稿

「
四
川
省
端
公
戯
」
『未
名
』
八
号
、
中

文
研
究
会
、

一
九
八
八
年
、
参
照
。

〈43
>

九
七
年
八
月
の
聞
き
取
り
調
査
。
呉
天
乙
氏
が
著
作
用
に
ま
と

め
た
原
稿
を
手
に
、
答
え
て
下
さ
っ
た
。
同
著
作
は
九
八
年
八
月
時

点

で
未
刊
行
。

〈
44
V

九
六
年
二
月
楊
祖
廟
上
梁

・
九
六
年
三
月
晋
江

「倣
十
六
歳
」

〈
45
>

筆
者
が
泉
州
入
り
す
る
前
の
九
八
年
八
月

(旧
暦
六
月
)
に
行

な
わ
れ
た
の
が
ひ
ど
か
っ
た
と
、
道
士
関
係
者
、
及
び

「提
線
木
偶

戯
」
関
係
者
、
知
人
な
ど
複
数
人
か
ら
別
々
の
機
会
に
聞
い
た
。
全

員
が
儀
礼
を
請
う
た
側
で
も
、
請
け
負

っ
た
側
で
も
な
い
。

〈46
>

何
錦
山

『問
文
化
概
論
』

(北
京
大
学
出
版
社
、

一
九
九
六
年
)

に
よ
れ
ば
、
中
原
地
帯
か
ら
の
漢
族
の
移
動
は
大
規
模
な
も
の
で
、

①
西
晋
末
年

(四
世
紀
)
の
八
姓
入
閾
、
②
唐
代

(七
世
紀
)
の

潭
州
開
発
に
よ
る
移
民
、
③
唐
末
五
代

(九
世
紀
)
の
王
審
治
入
闘
、

④
宋
室
南
渡

(
一
二
世
紀
)
の
四
回
を
数
え
る
。
ま
た
四
世
紀
か
ら

明
清
代
に
至
る
ま
で
、
戦
乱
を
避
け
て
流
入
す
る
人
々
が
い
た
。

〈47
>

中
原
地
帯
か
ら
や
っ
て
き
た
人
々
は
生
活
方
式
や
文
化
も
持
ち

込
ん
だ
。
泉
州
方
言
に
も
そ
の
痕
跡
が
残
さ
れ
て
い
る

(王
建
設

・

張
甘
蕩
著
、
泉
州
歴
史
文
化
中
心
編

『泉
州
方
言
与
文
化
』
上
下
鷺

江
出
版
社
、

一
九
九
四
年
)
。

〈48
>

李
玉
昆
、
泉
州
歴
史
文
化
中
心
編

『泉
州
海
外
交
通
史
略
』
度

門
大
学
出
版
社
、

一
九
九
五
年
、
庄
景
輝

『海
外
交
通
史
跡
研
究
』

厘
門
大
学
出
版
社
、

一
九
九
六
年
。
ま
た

一
九
九

一
年
よ
り
、
ユ
ネ

ス
コ
に
よ
る

「海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
活
動
し
て

い
る
。

〈49
>

東
南
ア
ジ
ア
、
台
湾
な
ど
に
分
布
。
特
に
台
湾
で
は
漢
族
の
約

七
割
が
泉
州
出
身
と
い
う

(林
再
復

「閾
南
人
』
増
訂
版
、
台
湾

・

三
民
書
房
、

一
九
七
三
年
)。

〈
50
V

何
錦
山
、
前
掲
書
。
尚
、
九
八
年

一
〇
月
に
東
京
で
行
な
わ
れ

た

「泉
州
糸
操
り
人
形
劇
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

に
お
け
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
お
い
て
、
王
連
茂
泉
州
海
外
交
通
史
博
物
館
館
長
が
さ
れ
た

「泉

州
の
地
域
性
と
文
化
」
と
題
す
る
発
表
に
も
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の

考
察
が
含
ま
れ
て
い
た
。

〈51
>

張
家
鍮

・
王
連
茂

「辛
亥
革
命
在
泉
州
」
泉
州
市
泉
州
歴
史
研

究
会

・
政
協
泉
州
市
委
員
会
文
史
資
料
研
究
委
員
会

・
泉
州
市
文
物

管
理
委
員
会
編
印

『泉
州
文
史
』
五
号
、

一
九
八

一
年
。

〈52
>

明
代
の
武
将
で
国
の
た
め
に
殉
死
し
た
康
謀
才
。
泉
州
で
は
地

域
保
護
神
の

一
つ
。

〈53
>

蘇
酒

「大
革
命
後
泉
州
三
次
破
迷
運
動
」
中
国
人
民
政
治
協
商

会
議
福
建
省
泉
州
市
委
員
会

・
文
史
資
料
研
究
委
員
会
編
印

「泉
州

文
史
資
料
』
第

=
二
輯
、

一
九
八
二
年
。

尚
、

一
九
二
九
年
か
三
二
年
か
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
菜
洲
相
公

廟
の
相
公
爺
も
神
像
を
強
制
的
に
没
収
さ
れ
る
と
い
う
の
で
、
本
物

を
埋
め
て
隠
し
、
偽
物
を
渡
し
た
と
い
う

(菜
洲
相
公
廟
老
人
会
聞

き
取
り
調
査
)。

〈54
>

呉
金
塔
、
前
掲
論
文

「
二
道
士
と
芝
居
」
参
照
。
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